
32017．8．1市役所代表　辺０４２・７２２・３１１１　返０４２・７２４・５６００　番号間違いにご注意下さい

http://www.city.machida.tokyo.jp/　　パソコン版・スマートフォン版・モバイル版がありますURL町田市ホームページ

募　集募　集
保健所保健総務課
臨 時 職 員
対歯科衛生士の資格を有し、病院や
診療所で勤務経験のある方＝１人
勤務期間９月１日～１０月３１日の月～
金曜日（週５日勤務、祝休日を除く）
勤務時間午前８時３０分～午後５時
勤務場所保健総務課（市庁舎７階）
内歯科保健に関する普及啓発事務・
統計事務、医事・薬事に関する電話・
窓口対応事務等
報酬時給１４５０円（別途交通費支給）
選考書類、面接

申履歴書（３か月以内に撮影した写
真を貼付）と職務経歴書（様式自由）
を各１通ずつと、歯科衛生士免許証
のコピーを同封のうえ、８月１５日ま
で（必着）に郵送で保健総務課（〒
１９４－８５２０、森野２－２－２２）へ。
問保健総務課☎７２２・６７２８

お知らせお知らせ
住宅の耐震化を応援します

【木造住宅耐震相談会】
対市内にある昭和５６年５月３１日以
前に着工された戸建ての木造住宅

（賃貸用の住宅は除く）を、自らが所
有している方

日①９月７日②１０月５日、いずれも木
曜日午後２時～４時
場①市庁舎②町田市民フォーラム
内木造住宅の無料簡易耐震診断と耐
震化助成制度の説明、個別相談、申請
の受け付け
定各５０人（申し込み順）
申電話で住宅課（☎７２４・４２６９）へ。

８月は「道路ふれあい月間」
　「道路ふれあい月間」を機会に、一
人ひとりの心掛けで、すべての人が
笑顔で歩ける道路環境を目指しまし
ょう。
【みちピカ町田】
　市が取り組む道路愛護運動です。
安全で快適な道路環境のために行動

する方に、ステ
ッカーを玄関
先に掲示して
いただいてい
ます。リーフレ
ットやステッ
カー（＝右上）
は道路管理課で配布しています。
【アダプト・ア・ロード事業】
　市と協定を結んだ市民活動団体の
活動を通して、市が管理している道
路施設や道路用地等をより良い環境
にしようというものです。約４５団体
の皆さんが市と協定を結び、清掃活
動や花壇の整備を行っています。

◇

問道路管理課☎７２４・３２５７

重点事業プランの主な成果

行政経営改革プランの主な成果 財政見通しと５ヵ年合計決算額との比較

計画の達成状況

問経営改革室☎７２４・２５０３

基本目標Ⅱ　安心して生活できるまちをつくる
地域の高齢者支援として、見守り支援ネットワークを新たに２６の地域で
構築し、全部で２８の地域へと広げました。

介護施設を整備し、特別養護老人ホームの定員数を４５７人増やし、２０５９
人に拡大しました。

忠生市民センターと成瀬コミュニティセンターの建て替えを行いました。

基本目標Ⅲ　賑わいのあるまちをつくる
町田駅周辺の魅力をより一層高めるため「町田市中心市街地
まちづくり計画」を策定しました。

市内事業者の起業を支援する施設として、町田新産業創造セ
ンターを設立しました。

観光交流の拠点として、小野路宿里山交流館を整備しました。

基本目標Ⅳ　暮らしやすいまちをつくる
多摩都市モノレールの町田方面延伸や小田急多摩線延伸について、国や東京都
へ働きかけを行いました。国の交通政策審議会の答申で、「『東京圏の都市鉄道
が目指すべき姿』を実現する上で意義のあるプロジェクト」とされました。

相原駅西口、南町田駅北口の駅前広場を整備しました。

ＪＲ横浜線以南地域で容器包装プラスチックの資源化を開始しました。また、熱
回収施設等整備運営の事業者を決定しました。

こんな行政経営改革に取り組みました！

　歳入・歳出ともに、５ヵ年合計決算額が計画額を上回りました。歳入は、徴収率の
向上等により、市税が計画額を上回るなど、すべての項目で計画額を上回りました。
そのため、歳出は、その他の経費のうち、政策的事業費などで、計画額を上回ること
ができました。義務的経費は、ほぼ計画額どおりとなりました。

　計画額に対する２０１２～２０１６年度（平成２４～２８年度）の５ヵ年合計決算額（※）
は、以下のとおりです。※２０１６年度（平成２８年度）は決算見込額になります。

　市では、将来のあるべき姿を見据え、２０１２～２０２１年度の１０年間に、何を目標
に、どのようにまちづくりを進めていくのかを示す町田市基本計画「まちだ未来づ
くりプラン」と、その実行計画である「町田市新５ヵ年計画」を２０１１年１２月に策定
し、２０１２年度から取り組んできました。
　この度、「町田市新５ヵ年計画　２０１２～２０１６年度の取り組み結果」がまとまり
ました。この中から、「重点事業プラン」と「行政経営改革プラン」は取り組みの一部
を、「財政見通し」は計画額と５ヵ年の合計決算額との比較分析を紹介します。
　新５ヵ年計画のすべての取り組みなど、詳細は、各市立図書館にある冊子、また
は町田市ホームページでご覧いただけます。
市HP 新５ヵ年  検索

　「重点事業プラン」で示す８８事業（２事業中止）のう
ち、目標を達成しているのは６２事業（７２％）でした。
　「行政経営改革プラン」で取り組む４３項目のうち、目
標を達成しているのは３２項目（７４％）でした。
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「町田市新5ヵ年計画　2012～2016年度の取り組み結果」がまとまりました

基本目標Ⅰ　将来を担う人が育つまちをつくる
市立保育園の建て替えや２０年間期間限定認可保育所の整備支援等
により、保育サービス定員を２３７１人増やし、７７８８人としました。

子どもセンターについて、「ただＯＮ」と「まあち」のオープンによ
り、５館構想の整備が完了しました。

「常設型冒険遊び場」を２０１４年度に芹ヶ谷公園、２０１５年度に鶴川
中央公園の２か所に整備しました。

全国の市区町村で初めて、
複式簿記・発生主義の考え
方に基づく新公会計制度を
導入し、２０１３年度に、町田
市版財務諸表が完成しまし
た。

２０１７年３月に、「町田市地
域経営ビジョン２０３０」を
策定しました。

業務の見直し等により、職
員定数を２１９５人とし、６７
人の削減を実現しました。

２０１３年度にコンビニエン
スストアで交付できる証明
書を２種類から６種類に増や
すとともに、取り扱いコンビ
ニ事業者を１社から４社に増
やしました。

２０１５年度から自治体間比
較を活用した業務改革に着
手し、同一法令に基づく基幹
業務について、業務のプロセ
ス、コスト、サービス等を他
自治体と比較し、業務改革を
進めています。


